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9
月
定
例
会
は
1
2
0

名
の
皆
様
に
傍
聴
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
近

で
は
本
会
議
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
や
、Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

で
ご
覧
に
な
る
皆
様
も

多
く
、ま
た
、市
議
会
Ｈ
Ｐ

へ
の
ア
ク
セ
ス
件
数
も
昨

年
度
は
9,
7
8
2
件
も

あ
り
ま
し
た
。

　
市
議
会
だ
よ
り
も
、今

後
さ
ら
に
内
容
を
充
実

さ
せ
、読
み
や
す
く
親
し

ま
れ
る
紙
面
作
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

編
集
後
記

　市政についての様々な要望や意見は、「請願」「陳情」として、文書で市議会に提出することができます。

請願には、1人以上の議員の紹介が必要です。

　定例会開会日の8日前までに提出していただければ、請願は、定例会で議題とし、陳情は、議会運営委

員会でその取り扱いを協議します。なお、軽易な案件（郵送による陳情など）については議長判断で処

理することとなっております。

　請願（陳情）書には、請願（陳情）者の住所、氏名（法人及び団体は、その事業所の所在地、名称及び代

表者の氏名）を記載し、押印してください。

※詳細については、袋井市議会事務局にお問い合わせください。

　政府は、来年度以降の戸別所得補償政策に先立つ「米戸別所得補償モデル事業」「水田利活用自給力

向上事業」を4月からスタートさせたところである。所得補償が実施されることにより、「価格破壊」や「買い

たたき」が行われるとの懸念が広がっており、価格を守る政策が基本に据えられることが求められている。

　2009年度産米を中心とした米流通は深刻な停滞を来しており、このまま新米の収穫期に入ると大変な

事態となることが予想される。

　よって、政府は、米価の下落に歯止めをかけ、価格と需給を安定させるため、米の価格保証と所得補償を、

再生産を保障する水準に充実させ、政府が米の需給と価格に責任を持つなどの対策を、緊急にとられる

よう強く要望する。

12月市 議 会 定 例 会 のお知らせ

市議会 へ の 請願、陳情につ い て

段差解消機 赤外線補聴器

12月定例会の予定は次のとおりです。

意 見 書（要 旨）

米価の下落に歯止めをかけ、農家の経営安定を求める意見書

あなたも議会を傍聴してみませんか。

【場　所】市役所5階議場または各委員会室
【時　間】午前9時から
【日　程】＜12月定例会＞

 12月  1日（水）開会、議案の説明
     　  8日（水）市政に対する一般質問

     　  9日（木）市政に対する一般質問 

 

10日（金）市政に対する一般質問
14日（火）議案の審査（常任委員会）
24日（金）委員長報告～採決、閉会

当日、市役所5階の議会事務局で受付をします。

※足の不自由な方、妊婦の方なども段差解消機を
利用し傍聴席へ入れます。

※赤外線補聴システム、段差解消機をご利用の際には、
議会事務局へ声をおかけください。

以上、内閣総理大臣、各担当大臣あてに提出しました。



　
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、3
3
2
億
6，
9
0
0
万
円
の
予
算
に
対
し
て
、決
算
額
は
、歳
入

が
3
3
0
億
2，
9
3
7
万
円
、歳
出
が
3
2
0
億
9，
9
5
1
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
決
算
額
の
執
行
率
は
、予
算
対
比
で
、歳
入
が
99
・
3
％
、歳
出
は
96
・
5
％
で
し
た
。
特
別

会
計
及
び
企
業
会
計
に
つ
い
て
は
、表
の
と
お
り
で
す
。

市債
39億7,400万円

　市議会9月定例会を、9月1日から29日までの29日間の会期で開催しました。
　今定例会では、平成22年度一般会計ほか3会計の補正予算をはじめ、平成21年度一般・特別・企業の各会
計決算認定、浅羽郷土資料館条例の一部改正など20議案と2件の報告、議員から提出された1議案が上程
され、採決の結果、いずれも原案どおり可決・認定しました。
　なお、市政に対する一般質問では、12人の議員が市長の見解をただしました。

●
袋
井
市
立
浅
羽
郷
土
資
料
館
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
浅
羽
郷
土
資
料
館
の
隣
接
地
に
近
藤
記
念
館
を
新
設
す
る

こ
と
に
あ
わ
せ
て
、両
施
設
の
一
体
的
な
利
用
を
可
能
と
す
る

た
め
、必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

《
改
正
》
主
な
も
の

●
工
場
立
地
奨
励
補
助
金
　
　   

1
億
8，
8
7
6
万
円

　
　
市
内
に
工
場
等
を
立
地
し
、操
業
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た

企
業
に
対
し
、固
定
資
産
税
相
当
額
の
補
助
金
を
交
付
す
る

た
め
に
増
額
す
る
も
の
で
す
。（
対
象 

ヤ
マ
ハ
発
動
機
株
式

会
社（
2
箇
所
）、南
海
鋼
材
株
式
会
社
）

●
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
対
策
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4，
5
3
6
万
円

◎
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
策
定
事
業
、職
業
相
談
員

設
置
事
業
、土
砂
災
害
危
険
箇
所
図
作
成
等
事
業
、教
育
施

設
現
況
調
査
事
業
及
び
特
別
支
援
学
級
等
支
援
員
設
置

事
業
の
た
め
の
臨
時
雇
賃
金
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

◎
橋
梁
点
検
業
務
、都
市
公
園
台
帳
作
成
業
務
、公
園
施
設

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
及
び
外
国
人
支
援
事
業
の
た
め
の

委
託
料
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

建設が進む近藤記念館 

一般会計など12会計の
　　　　　すべての決算を認定

平
成
21
年
度
各
会
計
別
決
算
状
況

条
　
例

9月定例会 
【一般会計】

その他
1億3,828万円

地方特例交付金
2億1,689万円

県支出金
15億4,643万円

地方交付税
24億0,148万円

地方消費税交付金
8億5,746万円

地方譲与税
4億5,628万円

自動車取得税交付金
1億7,349万円

議会費
2億2,106万円

労働費
7,336万円

商工費
5億1,946万円

消防費
12億4,667万円

農林水産費
6億4,337万円

市税
145億7,290万円

繰入金
5億2,034万円

諸収入
9億7,117万円

使用料及び手数料
2億9,584万円

国庫支出金
50億9,931万円

その他
1億4,820万円

分担金及び負担金
3億8,328万円

繰越金
12億7,402万円

　
　
今
回
の
補
正
予
算
は
、主
に
次
に
掲
げ
る
事
業
の
た
め
に
、

9
億
3
0
0
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、平

成
22
年
度
予
算
総
額
は
3
0
4
億
5，
5
0
0
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

予 算 額…
収入済額…

332億6,900万円
330億2,937万円歳入

予 算 額…
支出済額…

332億6,900万円
320億9,951万円歳出

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

自
主
財
源

依
存
財
源

55
％

45
％

総務費
66億8,800万円

土木費
51億7,813万円

教育費
43億3,578万円

公債費
40億7,635万円

民生費
51億3,454万円

衛生費
39億8,279万円

歳出
320億
9,951万円

　
　
こ
の
補
正
予
算
は
、財
政
調
整
基
金
や
減
債
基
金
の
取
り
崩
し
を
止
め
、市
内
工
場
へ
の
投

資
助
成
を
行
う
な
ど
、今
後
の
財
政
健
全
化
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、緊
急
経
済
対
策

や
自
主
運
行
バ
ス
の
利
便
性
向
上
策
な
ど
は
、い
ず
れ
も
市
民
・
地
域
に
と
っ
て
重
要
な
施
策
で

あ
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

　
　
1
点
目
と
し
て
、工
場
立
地
奨
励
金
は
、補
助
金
を
受
け
な
が
ら
、わ
ず
か
な
期
間
で
廃
業
と
な
っ
た

例
も
あ
り
支
給
が
適
切
で
な
い
。
2
点
目
と
し
て
、約
9
億
円
の
歳
入
増
は
、市
民
に
と
っ
て
必
要
か
つ

緊
急
な
施
策
に
回
す
べ
き
で
あ
る
。
3
点
目
と
し
て
、地
域
協
働
運
行
バ
ス
は
、自
主
運
行
バ
ス
と
の

関
連
性
や
地
元
と
の
協
議
な
ど
に
お
い
て
、未
知
数
が
多
す
ぎ
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
反
対
す
る
。

会 計 名 予算額

3億0,000万円
73億9,460万円

2,620万円
5億2,060万円
42億5,690万円
28億8,350万円

1,830万円
8,401万円
2,810万円

1億0,737万円
72億8,064万円

4,209万円
5億1,791万円
42億4,124万円
28億6,681万円

1,862万円
8,078万円
3,276万円

35.8
98.5
160.7
99.5
99.6
99.4
101.7
96.2
116.6

1億0,277万円
71億5,600万円

588万円
5億1,593万円
42億2,178万円
28億1,697万円

1,747万円
7,518万円
2,626万円

34.3
96.8
22.4
99.1
99.2
97.7
95.5
89.5
93.4

歳入執行率
（％）

歳出執行率
（％）

歳入決算額 歳出決算額

土 地 取 得
国民健康保険
老 人 保 険
後期高齢者医療
介 護 保 険
公 共 下 水 道
農業集落排水
駐 車 場
訪 問 看 護

収益的
収　支

資本的
収　支

収益的
収　支

資本的
収　支

会 計 名 予算額

55億7,100万円
59億4,400万円

3,000万円
3億5,500万円
14億7,600万円
15億5,600万円
1億7,500万円
8億1,100万円

55億7,026万円
56億9,771万円

3,207万円
2億3,186万円
14億2,643万円
14億5,269万円
1億4,143万円
7億6,259万円

決算額

事 業 収 益
事 業 費 用
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出
事 業 収 益
事 業 費 用
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

病院事業

水道事業

【特別会計】

【企業会計】
公共の福祉を目的に企業を経営する、独立採算の会計です。

特定の事業に使われる予算で、国民健康保険など9会計があります。

歳入
330億
2,937万円

論討
賛
成
討
論
（
要
旨
）

自
民 

公
明
ク
ラ
ブ

反
対
討
論
（
要
旨
）

日
本
共
産
党

「
平
成
22
年
度
袋
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
」
に
対
し
て
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地方特例交付金
2億1,689万円

県支出金
15億4,643万円

地方交付税
24億0,148万円

地方消費税交付金
8億5,746万円

地方譲与税
4億5,628万円

自動車取得税交付金
1億7,349万円

議会費
2億2,106万円

労働費
7,336万円

商工費
5億1,946万円

消防費
12億4,667万円

農林水産費
6億4,337万円

市税
145億7,290万円

繰入金
5億2,034万円

諸収入
9億7,117万円

使用料及び手数料
2億9,584万円

国庫支出金
50億9,931万円

その他
1億4,820万円

分担金及び負担金
3億8,328万円

繰越金
12億7,402万円

　
　
今
回
の
補
正
予
算
は
、主
に
次
に
掲
げ
る
事
業
の
た
め
に
、

9
億
3
0
0
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、平

成
22
年
度
予
算
総
額
は
3
0
4
億
5，
5
0
0
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

予 算 額…
収入済額…

332億6,900万円
330億2,937万円歳入

予 算 額…
支出済額…

332億6,900万円
320億9,951万円歳出

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

自
主
財
源

依
存
財
源

55
％

45
％

総務費
66億8,800万円

土木費
51億7,813万円

教育費
43億3,578万円

公債費
40億7,635万円

民生費
51億3,454万円

衛生費
39億8,279万円

歳出
320億
9,951万円

　
　
こ
の
補
正
予
算
は
、財
政
調
整
基
金
や
減
債
基
金
の
取
り
崩
し
を
止
め
、市
内
工
場
へ
の
投

資
助
成
を
行
う
な
ど
、今
後
の
財
政
健
全
化
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、緊
急
経
済
対
策

や
自
主
運
行
バ
ス
の
利
便
性
向
上
策
な
ど
は
、い
ず
れ
も
市
民
・
地
域
に
と
っ
て
重
要
な
施
策
で

あ
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

　
　
1
点
目
と
し
て
、工
場
立
地
奨
励
金
は
、補
助
金
を
受
け
な
が
ら
、わ
ず
か
な
期
間
で
廃
業
と
な
っ
た

例
も
あ
り
支
給
が
適
切
で
な
い
。
2
点
目
と
し
て
、約
9
億
円
の
歳
入
増
は
、市
民
に
と
っ
て
必
要
か
つ

緊
急
な
施
策
に
回
す
べ
き
で
あ
る
。
3
点
目
と
し
て
、地
域
協
働
運
行
バ
ス
は
、自
主
運
行
バ
ス
と
の

関
連
性
や
地
元
と
の
協
議
な
ど
に
お
い
て
、未
知
数
が
多
す
ぎ
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
反
対
す
る
。

会 計 名 予算額

3億0,000万円
73億9,460万円

2,620万円
5億2,060万円
42億5,690万円
28億8,350万円

1,830万円
8,401万円
2,810万円

1億0,737万円
72億8,064万円

4,209万円
5億1,791万円
42億4,124万円
28億6,681万円

1,862万円
8,078万円
3,276万円

35.8
98.5
160.7
99.5
99.6
99.4
101.7
96.2
116.6

1億0,277万円
71億5,600万円

588万円
5億1,593万円
42億2,178万円
28億1,697万円

1,747万円
7,518万円
2,626万円

34.3
96.8
22.4
99.1
99.2
97.7
95.5
89.5
93.4

歳入執行率
（％）

歳出執行率
（％）

歳入決算額 歳出決算額

土 地 取 得
国民健康保険
老 人 保 険
後期高齢者医療
介 護 保 険
公 共 下 水 道
農業集落排水
駐 車 場
訪 問 看 護

収益的
収　支

資本的
収　支

収益的
収　支

資本的
収　支

会 計 名 予算額

55億7,100万円
59億4,400万円

3,000万円
3億5,500万円
14億7,600万円
15億5,600万円
1億7,500万円
8億1,100万円

55億7,026万円
56億9,771万円

3,207万円
2億3,186万円
14億2,643万円
14億5,269万円
1億4,143万円
7億6,259万円

決算額

事 業 収 益
事 業 費 用
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出
事 業 収 益
事 業 費 用
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

病院事業

水道事業

【特別会計】

【企業会計】
公共の福祉を目的に企業を経営する、独立採算の会計です。

特定の事業に使われる予算で、国民健康保険など9会計があります。

歳入
330億
2,937万円

論討
賛
成
討
論
（
要
旨
）

自
民 

公
明
ク
ラ
ブ

反
対
討
論
（
要
旨
）

日
本
共
産
党

「
平
成
22
年
度
袋
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
」
に
対
し
て

く ろ い ふ く ろ い ふ 

9月定例会の概要 



市政に対する一般質問 よりよいまちづくりを 
めざして 

　
市
長
の
選
挙
公
約
の

取
組
み
状
況
は
ど
う
か

　
発
達
障
害
児
へ
の
支
援
は

答
　
市
民
か
ら
広
く
意
見
を
聞
く

た
め
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、意
見
交
換
会

も
開
催
す
る
。
保
健
・
医
療
・
介
護

の
分
野
で
、市
民
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
、現
市
民
病
院
を
最
大

限
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
、25
年

度
か
ら
改
修
工
事
に
着
手
し
て
い

く
。

問
　
現
市
民
病
院
の
利
活
用

に
つ
い
て
、保
健
・
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
構
築
を
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。

答
　
防
犯
ま
ち
づ
く
り
事
業
や
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
、青
少
年

健
全
育
成
会
議
な
ど
の
連
絡
体
制

の
強
化
を
図
る
た
め
、袋
井
市
防

犯
対
策
連
絡
協
議
会
を
立
ち
上
げ

た
。
組
織
化
を
優
先
し
て
き
た
が
、

条
例
制
定
の
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
。
来
春
に
は
、（
仮
称
）袋
井
警
察

署
が
開
署
の
運
び
と
な
る
こ
と
か

ら
、こ
れ
を
契
機
に
条
例
制
定
を

し
て
い
く
。

問
　
生
活
安
全
条
例
の
制
定

の
お
く
れ
の
原
因
と
、制
定
に

向
け
て
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答
　
「
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
よ

り
、様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い

く
。「
人
づ
く
り
」
と
し
て
の
生
産

者
の
育
成
や
「
優
良
農
地
づ
く
り
」

「
農
産
物
づ
く
り
」
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、新
品
種
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
促
進
す
る
な
ど
、新
た
な
市

場
拡
大
を
図
る
。

問
　
「
農
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
の
６
事
業
が
、今
疲
弊
し
て

い
る
袋
井
市
農
業
を
救
え
る
か
。

答
　
保
護
者
か
ら
指
導
員
の
増
員

を
求
め
る
声
も
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

10
月
か
ら
半
年
間
支
援
員
を
増
員

す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、さ
ら
な

る
早
期
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整

備
に
つ
い
て
は
、公
共
施
設
の
利
活

用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
障
害
児
へ
の
支
援
は
充
足

さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、早
期
療

育
支
援
施
設
は
万
全
か
。

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
設
置
に

お
け
る
助
成
は

　 

鳥
羽
野
排
水
路
に
彼
岸

花
の
植
栽
は
ど
う
か

　
原
野
谷
川
左
岸
堤
防
の

維
持
管
理
費
は

　
国
道
1
5
0
号
線
バ
イ

パ
ス
の
路
線
決
定
は

　
に
ぎ
わ
い
新
都
心
ま
ち

づ
く
り
事
業
の
推
進
は

答
　
急
速
に
進
む
と
考
え
ら
れ
る

産
業
構
造
の
転
換
等
を
見
据
え
、雇

用
状
況
や
立
地
状
況
も
調
べ
た
上
で

考
え
て
い
き
た
い
。

答
　
道
路
幅
4
ｍ
で
区
間
延
長
3.5

㎞
を
、年
2
回
草
刈
り
し
た
場
合

は
約
3
0
0
万
円
か
か
る
。
未
舗

装
部
分
の
区
間
2.3
㎞
を
舗
装
し
た

場
合
は
約
4，
7
0
0
万
円
で
あ
る
。

問
　
「
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
設
置

の
助
成
制
度
と
し
て
、用
地
費
・

賃
貸
料
・
初
期
投
資
等
に
対
す

る
補
助
金
を
設
け
る
考
え
は
。 

答
　
地
域
が
美
化
運
動
の
一
環
と

し
て
、護
岸
に
彼
岸
花
の
植
栽
を

す
る
こ
と
は
、河
川
の
景
観
向
上

と
と
も
に
、管
理
上
の
効
果
が
期

待
で
き
る
。
河
川
管
理
に
支
障
を

き
た
さ
な
い
範
囲
で
実
施
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
る
。

問
　
鳥
羽
野
排
水
路
の
景
観

事
業「
彼
岸
花
の
里
作
り
構
想
」

を
考
え
る
が
ど
う
か
。

問
　
原
野
谷
川
左
岸
堤
防
（
和

口
橋
か
ら
諸
井
橋
）
道
路
部
分
の

草
刈
り
と
舗
装
を
し
た
場
合
、概

算
経
費
の
比
較
は
ど
う
か
。 

答
　
県
の
管
理
道
路
で
あ
る
た
め
、

路
線
は
県
が
決
め
る
も
の
で
あ
る
。

な
る
べ
く
早
く
決
め
る
よ
う
県
に

確
認
し
、結
論
を
出
し
て
い
き
た
い
。

問
　
県
は
、路
線
決
定
に
つ
い

て
は
市
に
投
げ
か
け
て
あ
る
と

の
こ
と
だ
が
、路
線
は
だ
れ
が

い
つ
ま
で
に
決
め
る
の
か
。

答
　
全
体
の
進
捗
率
は
77
％
で
あ

り
、ま
た
、既
に
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
磐
田
市
を
含
め
た
中
東
遠

の
進
捗
率
は
、70
％
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
国
道
1
5
0
号
線
バ
イ
パ

ス
の
工
事
が
、各
所
で
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、本
市
は
路
線
決

定
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

ま
ま
で
は
本
市
は
取
り
残
さ

れ
て
し
ま
う
。
事
業
の
進
捗
率

は
ど
の
程
度
か
。

答
　
平
成
25
年
ま
で
に
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
コ
ン
ペ
を
行
い
、5
年
後
の
平

成
30
年
に
は
、事
業
を
着
手
し
て
い

き
た
い
。

問
　
国
本
地
区
開
発
は
、市
の

将
来
を
左
右
す
る
重
要
な
施

策
で
あ
る
。
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
決
め
て
、早
期
に
着
実
に

事
業
を
推
進
す
べ
き
で
は
。

平成25年度から改修予定の市民病院 

工事未着手の江ノ端から東同笠までの道路 

景観事業が考えられる鳥羽野排水路 

整備された国道150号線バイパス（磐田）

寺
井 

雄
二 

議
員

竹
原 

和
義 

議
員

兼
子 

春
治 

議
員

　
悪
臭
問
題
の
改
善
に

向
け
て

答
　
協
議
会
で
は
、専
門
的
見
地

か
ら
意
見
等
を
い
た
だ
き
、畜
産
環

境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
現

在
、事
業
者
の
努
力
に
よ
り
改
善
の

方
向
に
あ
る
た
め
、今
後
も
協
議
会

を
継
続
し
、効
果
的
な
指
導
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

問
　
畜
産
環
境
対
策
協
議
会
は

継
続
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、継

続
す
る
場
合
、今
後
ど
の
よ
う
に

環
境
対
策
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　
江
ノ
端
か
ら
東
同
笠
ま
で

の
道
路
延
長
拡
幅
は

答
　
道
路
財
源
の
大
幅
な
削
減
に

伴
い
、事
業
箇
所
の
選
択
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
財
源
を
見
極
め
、

地
元
と
の
約
束
等
を
精
査
し
た
上

で
、整
備
し
て
い
き
た
い
。

問
　
ど
の
よ
う
に
計
画
し
、い

つ
頃
ま
で
に
着
手
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、地
元
と

の
約
束
は
ど
う
理
解
し
て
い
る

の
か
。

芝
田 

　
二 

議
員

く ろ い ふ く ろ い ふ 



市政に対する一般質問 よりよいまちづくりを 
めざして 

　
市
長
の
選
挙
公
約
の

取
組
み
状
況
は
ど
う
か

　
発
達
障
害
児
へ
の
支
援
は

答
　
市
民
か
ら
広
く
意
見
を
聞
く

た
め
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、意
見
交
換
会

も
開
催
す
る
。
保
健
・
医
療
・
介
護

の
分
野
で
、市
民
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
、現
市
民
病
院
を
最
大

限
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
、25
年

度
か
ら
改
修
工
事
に
着
手
し
て
い

く
。

問
　
現
市
民
病
院
の
利
活
用

に
つ
い
て
、保
健
・
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
構
築
を
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。

答
　
防
犯
ま
ち
づ
く
り
事
業
や
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
、青
少
年

健
全
育
成
会
議
な
ど
の
連
絡
体
制

の
強
化
を
図
る
た
め
、袋
井
市
防

犯
対
策
連
絡
協
議
会
を
立
ち
上
げ

た
。
組
織
化
を
優
先
し
て
き
た
が
、

条
例
制
定
の
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
。
来
春
に
は
、（
仮
称
）袋
井
警
察

署
が
開
署
の
運
び
と
な
る
こ
と
か

ら
、こ
れ
を
契
機
に
条
例
制
定
を

し
て
い
く
。

問
　
生
活
安
全
条
例
の
制
定

の
お
く
れ
の
原
因
と
、制
定
に

向
け
て
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答
　
「
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
よ

り
、様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い

く
。「
人
づ
く
り
」
と
し
て
の
生
産

者
の
育
成
や
「
優
良
農
地
づ
く
り
」

「
農
産
物
づ
く
り
」
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、新
品
種
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
促
進
す
る
な
ど
、新
た
な
市

場
拡
大
を
図
る
。

問
　
「
農
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
の
６
事
業
が
、今
疲
弊
し
て

い
る
袋
井
市
農
業
を
救
え
る
か
。

答
　
保
護
者
か
ら
指
導
員
の
増
員

を
求
め
る
声
も
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

10
月
か
ら
半
年
間
支
援
員
を
増
員

す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、さ
ら
な

る
早
期
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整

備
に
つ
い
て
は
、公
共
施
設
の
利
活

用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
障
害
児
へ
の
支
援
は
充
足

さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、早
期
療

育
支
援
施
設
は
万
全
か
。

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
設
置
に

お
け
る
助
成
は

　 

鳥
羽
野
排
水
路
に
彼
岸

花
の
植
栽
は
ど
う
か

　
原
野
谷
川
左
岸
堤
防
の

維
持
管
理
費
は

　
国
道
1
5
0
号
線
バ
イ

パ
ス
の
路
線
決
定
は

　
に
ぎ
わ
い
新
都
心
ま
ち

づ
く
り
事
業
の
推
進
は

答
　
急
速
に
進
む
と
考
え
ら
れ
る

産
業
構
造
の
転
換
等
を
見
据
え
、雇

用
状
況
や
立
地
状
況
も
調
べ
た
上
で

考
え
て
い
き
た
い
。

答
　
道
路
幅
4
ｍ
で
区
間
延
長
3.5

㎞
を
、年
2
回
草
刈
り
し
た
場
合

は
約
3
0
0
万
円
か
か
る
。
未
舗

装
部
分
の
区
間
2.3
㎞
を
舗
装
し
た

場
合
は
約
4，
7
0
0
万
円
で
あ
る
。

問
　
「
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
設
置

の
助
成
制
度
と
し
て
、用
地
費
・

賃
貸
料
・
初
期
投
資
等
に
対
す

る
補
助
金
を
設
け
る
考
え
は
。 

答
　
地
域
が
美
化
運
動
の
一
環
と

し
て
、護
岸
に
彼
岸
花
の
植
栽
を

す
る
こ
と
は
、河
川
の
景
観
向
上

と
と
も
に
、管
理
上
の
効
果
が
期

待
で
き
る
。
河
川
管
理
に
支
障
を

き
た
さ
な
い
範
囲
で
実
施
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
る
。

問
　
鳥
羽
野
排
水
路
の
景
観

事
業「
彼
岸
花
の
里
作
り
構
想
」

を
考
え
る
が
ど
う
か
。

問
　
原
野
谷
川
左
岸
堤
防
（
和

口
橋
か
ら
諸
井
橋
）
道
路
部
分
の

草
刈
り
と
舗
装
を
し
た
場
合
、概

算
経
費
の
比
較
は
ど
う
か
。 

答
　
県
の
管
理
道
路
で
あ
る
た
め
、

路
線
は
県
が
決
め
る
も
の
で
あ
る
。

な
る
べ
く
早
く
決
め
る
よ
う
県
に

確
認
し
、結
論
を
出
し
て
い
き
た
い
。

問
　
県
は
、路
線
決
定
に
つ
い

て
は
市
に
投
げ
か
け
て
あ
る
と

の
こ
と
だ
が
、路
線
は
だ
れ
が

い
つ
ま
で
に
決
め
る
の
か
。

答
　
全
体
の
進
捗
率
は
77
％
で
あ

り
、ま
た
、既
に
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
磐
田
市
を
含
め
た
中
東
遠

の
進
捗
率
は
、70
％
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
国
道
1
5
0
号
線
バ
イ
パ

ス
の
工
事
が
、各
所
で
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、本
市
は
路
線
決

定
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

ま
ま
で
は
本
市
は
取
り
残
さ

れ
て
し
ま
う
。
事
業
の
進
捗
率

は
ど
の
程
度
か
。

答
　
平
成
25
年
ま
で
に
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
コ
ン
ペ
を
行
い
、5
年
後
の
平

成
30
年
に
は
、事
業
を
着
手
し
て
い

き
た
い
。

問
　
国
本
地
区
開
発
は
、市
の

将
来
を
左
右
す
る
重
要
な
施

策
で
あ
る
。
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
決
め
て
、早
期
に
着
実
に

事
業
を
推
進
す
べ
き
で
は
。

平成25年度から改修予定の市民病院 

工事未着手の江ノ端から東同笠までの道路 

景観事業が考えられる鳥羽野排水路 

整備された国道150号線バイパス（磐田）

寺
井 

雄
二 

議
員

竹
原 

和
義 

議
員

兼
子 

春
治 

議
員

　
悪
臭
問
題
の
改
善
に

向
け
て

答
　
協
議
会
で
は
、専
門
的
見
地

か
ら
意
見
等
を
い
た
だ
き
、畜
産
環

境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
現

在
、事
業
者
の
努
力
に
よ
り
改
善
の

方
向
に
あ
る
た
め
、今
後
も
協
議
会

を
継
続
し
、効
果
的
な
指
導
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

問
　
畜
産
環
境
対
策
協
議
会
は

継
続
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、継

続
す
る
場
合
、今
後
ど
の
よ
う
に

環
境
対
策
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　
江
ノ
端
か
ら
東
同
笠
ま
で

の
道
路
延
長
拡
幅
は

答
　
道
路
財
源
の
大
幅
な
削
減
に

伴
い
、事
業
箇
所
の
選
択
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
財
源
を
見
極
め
、

地
元
と
の
約
束
等
を
精
査
し
た
上

で
、整
備
し
て
い
き
た
い
。

問
　
ど
の
よ
う
に
計
画
し
、い

つ
頃
ま
で
に
着
手
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、地
元
と

の
約
束
は
ど
う
理
解
し
て
い
る

の
か
。

芝
田 

　
二 

議
員

く ろ い ふ く ろ い ふ 



市政に対する一般質問 よりよいまちづくりを 
めざして 

　
ふ
く
ろ
い
遠
州
の
花
火

へ
の
今
後
の
支
援
は

　
正
規
職
員
の
削
減
は
問
題

問
　
今
後
も
「
ふ
く
ろ
い
遠
州

の
花
火
」
の
開
催
に
向
け
、継

続
支
援
す
る
の
か
。

答
　
市
民
が
よ
り
一
層
誇
れ
る
、

安
心
安
全
な
「
我
が
ま
ち
自
慢
の

花
火
大
会
」
と
な
る
よ
う
、
引
き

続
き
支
援
す
る
。

答
　
限
ら
れ
た
財
政
状
況
の
中
で
、

事
務
事
業
を
効
率
的
か
つ
効
果
的

に
遂
行
す
る
た
め
に
、組
織
や
職
員

配
置
の
見
直
し
や
民
間
委
託
の
推

進
な
ど
を
す
す
め
、正
規･

非
正
規

に
こ
だ
わ
ら
ず
、事
務
事
業
に
見
合

う
よ
う
適
切
に
職
員
を
任
用
し
て

い
く
。

問
　
正
規
職
員
の
削
減
と
非

正
規
へ
の
振
り
か
え
は
、市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、正
規
職
員

の
業
務
過
多
、非
正
規
職
員
の

生
活
不
安
定
を
招
い
て
い
る
。

「
行
政
の
効
率
化
」
を
至
上
命

題
と
し
た
正
規
職
員
の
削
減

で
な
く
、「
正
規
職
員
が
当
た

り
前
」
と
い
う
考
え
方
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
助
成
を

　 

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」

の
拡
充
を

　
教
室
の
暑
さ
対
策
と
し
て

扇
風
機
の
導
入
を

　
新
病
院
へ
の
公
共
交
通

ア
ク
セ
ス
は

　
小
中
学
校
の
社
会
見
学

で
の
交
通
手
段
は

答
　
本
市
と
し
て
は
、国
の
方
針

に
あ
わ
せ
て
、平
成
23
年
度
予
算

に
お
い
て
、助
成
を
前
提
に
そ
の

内
容
を
検
討
し
た
い
。

答
　
教
室
内
の
室
温
や
風
通
し
の

状
況
に
つ
い
て
十
分
調
査
を
行
い
、

小
学
校
1
・
2
年
生
を
対
象
に
扇

風
機
の
導
入
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
検
診
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

併
用
す
れ
ば
予
防
で
き
る
唯
一

の
が
ん
。
本
市
も
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
の
公
費

助
成
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。 

答
　
基
準
で
は
、対
象
年
齢
が
概

ね
小
学
3
年
生
ま
で
で
あ
る
。
体

の
大
き
さ
、遊
び
の
内
容
の
違
い

な
ど
、異
年
齢
児
童
を
一
緒
に
保

育
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、

本
市
で
は
、対
象
の
拡
大
を
4
年

生
ま
で
と
し
て
い
る
。
　

問
　
「
ク
ラ
ブ
の
学
年
を
拡
大

し
て
欲
し
い
」
と
望
む
声
が
あ

る
が
ど
う
か
。

　 

一
人
暮
ら
し
の
老
人
等
へ

の
熱
中
症
の
指
導
は

答
　
昨
年
度
か
ら
、保
健
師
及
び

看
護
師
が
、一
人
暮
ら
し
で
75
歳

以
上
の
世
帯
へ
の
家
庭
訪
問
を
実

施
し
、健
康
状
態
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、熱
中
症
予
防
策
を
個
々

に
説
明
し
て
い
る
。

問
　
猛
暑
が
続
い
て
い
る
が
、

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
指
導
し
て
い
る
の
か
。

問
　
暑
さ
対
策
は
、猛
暑
に
よ
る

学
習
効
率
の
低
下
、特
に
低
学
年

児
童
の
健
康
管
理
の
面
か
ら
も

必
須
の
課
題
で
あ
る
。
今
後
、扇

風
機
の
導
入
を
し
て
い
く
の
か
。

　
「
の
び
の
び
園
庭
グ
リ
ー
ン

事
業
」
の
拡
充
を

答
　
私
立
の
幼
稚
園
・
保
育
園
の

園
庭
芝
生
化
へ
の
助
成
は
、今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
今
年
、園
庭
芝
生
化
に
取

り
組
ん
だ
市
立
幼
稚
園
の
3
カ

所
で
は
、順
調
に
進
ん
で
い
る
と

聞
く
。
私
立
の
幼
稚
園
への
取
り

組
み
に
助
成
は
で
き
な
い
か
。

　
周
南
中
学
校
に
サ
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド
設
置
を

答
　
現
在
整
備
中
の
こ
の
広
場
を
、

サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
使
用
で

き
る
よ
う
、地
元
関
係
者
と
協
議

し
て
い
く
。

問
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
狭
く
、複

数
の
部
活
動
で
使
用
す
る
時
は

危
険
で
あ
る
。
現
在
整
備
を
進

め
て
い
る
（
仮
称
）
春
岡
多
目

的
広
場
を
、サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
し
て
使
用
で
き
な
い
か
。

答
　
新
病
院
建
設
事
務
組
合
事
務

局
が
袋
井
市
・
掛
川
市
の
調
整
を

行
い
、運
行
手
段
・
ル
ー
ト
を
検
討

し
て
い
る
。
平
成
25
年
4
月
の
開

院
に
合
わ
せ
、新
病
院
へ
の
ア
ク
セ

ス
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

問
　
新
病
院
へ
は
路
線
バ
ス
や

自
主
運
行
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が

不
可
欠
と
思
う
が
、見
通
し
は

あ
る
か
。

答
　
昨
年
度
、市
の
公
用
バ
ス
2

台
で
61
回
の
利
用
が
あ
っ
た
。
今
後
、

新
た
に
購
入
し
た
「
ふ
く
ろ
い
宣

伝
隊
」
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
も
、各
学

校
に
利
活
用
を
広
げ
て
い
く
。

問
　
路
線
バ
ス
の
撤
退
、便
数

の
減
少
な
ど
で
校
外
学
習
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
。
市
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
な
ど
を
活
用
で
き

な
い
か
。

手狭な周南中学校グラウンド

5月に開館したメロープラザ 

扇風機が設置されている袋井中学校の教室 

芝生化された若葉幼稚園園庭 

浅
田 

二
郎 

議
員

沼
上 

賢
次 

議
員

高
橋 

美
博 

議
員

　
利
用
し
や
す
い
メ
ロ
ー

プ
ラ
ザ
に

答
　
使
用
料
は
、受
益
者
負
担
の

原
則
に
基
づ
き
、他
施
設
の
使
用
料

も
考
慮
し
設
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

利
用
件
数
の
う
ち
、約
26
％
の
件
数

で
減
免
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
浅
羽
会
館
が
建
て
か
え
ら

れ
メ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
に
な
っ
た
ら
、

「
簡
単
に
使
え
な
く
な
っ
た
」
と

い
う
声
を
聞
く
。
使
用
料
や
そ

の
減
免
に
問
題
は
な
い
か
。

答
　
個
々
職
員
の
生
活
を
守
る
こ

と
と
、市
全
体
の
財
政
バ
ラ
ン
ス
の

両
方
を
考
慮
し
て
い
く
。

問
　
「
職
員
は
コ
ス
ト
で
な
く

財
産
」
と
い
う
考
え
が
大
切
で
は
。

山
田 

貴
子 

議
員

く ろ い ふ く ろ い ふ 



市政に対する一般質問 よりよいまちづくりを 
めざして 

　
ふ
く
ろ
い
遠
州
の
花
火

へ
の
今
後
の
支
援
は

　
正
規
職
員
の
削
減
は
問
題

問
　
今
後
も
「
ふ
く
ろ
い
遠
州

の
花
火
」
の
開
催
に
向
け
、継

続
支
援
す
る
の
か
。

答
　
市
民
が
よ
り
一
層
誇
れ
る
、

安
心
安
全
な
「
我
が
ま
ち
自
慢
の

花
火
大
会
」
と
な
る
よ
う
、
引
き

続
き
支
援
す
る
。

答
　
限
ら
れ
た
財
政
状
況
の
中
で
、

事
務
事
業
を
効
率
的
か
つ
効
果
的

に
遂
行
す
る
た
め
に
、組
織
や
職
員

配
置
の
見
直
し
や
民
間
委
託
の
推

進
な
ど
を
す
す
め
、正
規･

非
正
規

に
こ
だ
わ
ら
ず
、事
務
事
業
に
見
合

う
よ
う
適
切
に
職
員
を
任
用
し
て

い
く
。

問
　
正
規
職
員
の
削
減
と
非

正
規
へ
の
振
り
か
え
は
、市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、正
規
職
員

の
業
務
過
多
、非
正
規
職
員
の

生
活
不
安
定
を
招
い
て
い
る
。

「
行
政
の
効
率
化
」
を
至
上
命

題
と
し
た
正
規
職
員
の
削
減

で
な
く
、「
正
規
職
員
が
当
た

り
前
」
と
い
う
考
え
方
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
助
成
を

　 

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」

の
拡
充
を

　
教
室
の
暑
さ
対
策
と
し
て

扇
風
機
の
導
入
を

　
新
病
院
へ
の
公
共
交
通

ア
ク
セ
ス
は

　
小
中
学
校
の
社
会
見
学

で
の
交
通
手
段
は

答
　
本
市
と
し
て
は
、国
の
方
針

に
あ
わ
せ
て
、平
成
23
年
度
予
算

に
お
い
て
、助
成
を
前
提
に
そ
の

内
容
を
検
討
し
た
い
。

答
　
教
室
内
の
室
温
や
風
通
し
の

状
況
に
つ
い
て
十
分
調
査
を
行
い
、

小
学
校
1
・
2
年
生
を
対
象
に
扇

風
機
の
導
入
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
検
診
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

併
用
す
れ
ば
予
防
で
き
る
唯
一

の
が
ん
。
本
市
も
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
の
公
費

助
成
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。 
答
　
基
準
で
は
、対
象
年
齢
が
概

ね
小
学
3
年
生
ま
で
で
あ
る
。
体

の
大
き
さ
、遊
び
の
内
容
の
違
い

な
ど
、異
年
齢
児
童
を
一
緒
に
保

育
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、

本
市
で
は
、対
象
の
拡
大
を
4
年

生
ま
で
と
し
て
い
る
。
　

問
　
「
ク
ラ
ブ
の
学
年
を
拡
大

し
て
欲
し
い
」
と
望
む
声
が
あ

る
が
ど
う
か
。

　 

一
人
暮
ら
し
の
老
人
等
へ

の
熱
中
症
の
指
導
は

答
　
昨
年
度
か
ら
、保
健
師
及
び

看
護
師
が
、一
人
暮
ら
し
で
75
歳

以
上
の
世
帯
へ
の
家
庭
訪
問
を
実

施
し
、健
康
状
態
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、熱
中
症
予
防
策
を
個
々

に
説
明
し
て
い
る
。

問
　
猛
暑
が
続
い
て
い
る
が
、

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
指
導
し
て
い
る
の
か
。

問
　
暑
さ
対
策
は
、猛
暑
に
よ
る

学
習
効
率
の
低
下
、特
に
低
学
年

児
童
の
健
康
管
理
の
面
か
ら
も

必
須
の
課
題
で
あ
る
。
今
後
、扇

風
機
の
導
入
を
し
て
い
く
の
か
。

　
「
の
び
の
び
園
庭
グ
リ
ー
ン

事
業
」
の
拡
充
を

答
　
私
立
の
幼
稚
園
・
保
育
園
の

園
庭
芝
生
化
へ
の
助
成
は
、今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
今
年
、園
庭
芝
生
化
に
取

り
組
ん
だ
市
立
幼
稚
園
の
3
カ

所
で
は
、順
調
に
進
ん
で
い
る
と

聞
く
。
私
立
の
幼
稚
園
への
取
り

組
み
に
助
成
は
で
き
な
い
か
。

　
周
南
中
学
校
に
サ
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド
設
置
を

答
　
現
在
整
備
中
の
こ
の
広
場
を
、

サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
使
用
で

き
る
よ
う
、地
元
関
係
者
と
協
議

し
て
い
く
。

問
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
狭
く
、複

数
の
部
活
動
で
使
用
す
る
時
は

危
険
で
あ
る
。
現
在
整
備
を
進

め
て
い
る
（
仮
称
）
春
岡
多
目

的
広
場
を
、サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
し
て
使
用
で
き
な
い
か
。

答
　
新
病
院
建
設
事
務
組
合
事
務

局
が
袋
井
市
・
掛
川
市
の
調
整
を

行
い
、運
行
手
段
・
ル
ー
ト
を
検
討

し
て
い
る
。
平
成
25
年
4
月
の
開

院
に
合
わ
せ
、新
病
院
へ
の
ア
ク
セ

ス
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

問
　
新
病
院
へ
は
路
線
バ
ス
や

自
主
運
行
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が

不
可
欠
と
思
う
が
、見
通
し
は

あ
る
か
。

答
　
昨
年
度
、市
の
公
用
バ
ス
2

台
で
61
回
の
利
用
が
あ
っ
た
。
今
後
、

新
た
に
購
入
し
た
「
ふ
く
ろ
い
宣

伝
隊
」
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
も
、各
学

校
に
利
活
用
を
広
げ
て
い
く
。

問
　
路
線
バ
ス
の
撤
退
、便
数

の
減
少
な
ど
で
校
外
学
習
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
。
市
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
な
ど
を
活
用
で
き

な
い
か
。

手狭な周南中学校グラウンド

5月に開館したメロープラザ 

扇風機が設置されている袋井中学校の教室 

芝生化された若葉幼稚園園庭 

浅
田 

二
郎 

議
員

沼
上 

賢
次 

議
員

高
橋 

美
博 

議
員

　
利
用
し
や
す
い
メ
ロ
ー

プ
ラ
ザ
に

答
　
使
用
料
は
、受
益
者
負
担
の

原
則
に
基
づ
き
、他
施
設
の
使
用
料

も
考
慮
し
設
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

利
用
件
数
の
う
ち
、約
26
％
の
件
数

で
減
免
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
浅
羽
会
館
が
建
て
か
え
ら

れ
メ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
に
な
っ
た
ら
、

「
簡
単
に
使
え
な
く
な
っ
た
」
と

い
う
声
を
聞
く
。
使
用
料
や
そ

の
減
免
に
問
題
は
な
い
か
。

答
　
個
々
職
員
の
生
活
を
守
る
こ

と
と
、市
全
体
の
財
政
バ
ラ
ン
ス
の

両
方
を
考
慮
し
て
い
く
。

問
　
「
職
員
は
コ
ス
ト
で
な
く

財
産
」
と
い
う
考
え
が
大
切
で
は
。

山
田 

貴
子 

議
員

く ろ い ふ く ろ い ふ 



市政に対する一般質問 よりよいまちづくりを 
めざして 

　
地
域
資
源
の
発
掘

　
公
共
施
設
の
安
全
管
理
は

ど
う
か

　
幼
稚
園
長
期
休
業
日
の

預
か
り
保
育
を
早
急
に

答
　
現
在
行
っ
て
い
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
の
地
域
資
源
活
用
の
議
論
を

踏
ま
え
、公
園
内
へ
の
大
日
化
石

の
展
示
、案
内
看
板
の
設
置
な
ど

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　（
仮
称
）
大
日
ほ
た
る
の

里
公
園
の
整
備
に
、大
日
砂
層
・

大
日
化
石
を
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト（
地

質
・
自
然
遺
産
）
と
し
て
生
か

し
た
ら
ど
う
か
。 

答
　
当
市
で
も
1
7
1
施
設
で

緊
急
安
全
点
検
を
実
施
し
た
。
う

ち
屋
上
へ
上
が
る
こ
と
が
で
き
、

か
つ
、進
入
防
止
措
置
を
し
て
い

な
い
8
施
設
に
つ
い
て
、
立
入
禁

止
看
板
の
設
置
、ロ
ー
プ
な
ど
に

よ
る
進
入
防
止
措
置
を
行
っ
た
。

問
　
掛
川
市
で
公
共
施
設
の

明
か
り
窓
か
ら
の
転
落
事
故

が
あ
っ
た
が
、当
市
の
施
設
は

大
丈
夫
か
。

答
　
早
い
段
階
に
公
立
幼
稚
園
で

も
実
施
し
て
い
き
た
い
。
民
間
幼

稚
園
へ
の
委
託
に
つ
い
て
も
、国
・

県
の
補
助
金
制
度
を
活
用
す
る
中

で
、実
施
の
拡
大
を
お
願
い
し
て

い
く
。

答
　
し
っ
か
り
と
し
た
準
備
を
進

め
、実
施
し
て
い
き
た
い
。

問
　
現
在
、公
立
幼
稚
園
に
は
、

夏
休
み
な
ど
の
預
か
り
保
育
が

な
い
。
働
く
母
親
に
と
っ
て
幼

稚
園
の
長
期
休
業
日
は
悩
み
の

種
で
あ
る
。
早
期
開
園
の
必
要

性
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
あ
い
さ
つ
運
動
を 

市
内
各
地
域
へ
広
げ
た
ら

　 

自
治
会
組
織
の
あ
り
方
、

高
齢
化
へ
の
対
応
は

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
拡
大
を

　
少
年
・
壮
年
野
球
の

拠
点
づ
く
り
は
ど
う
か

　
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
対
策
へ
の

取
り
組
み
が
必
要

答
　
現
在
、市
街
化
の
進
ん
だ
地

域
を
中
心
に
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ

て
い
る
。
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
、

市
内
全
域
と
な
る
よ
う
事
業
者
に

要
望
し
て
い
く
。

答
　
自
治
会
連
合
会
に
も
相
談
し
、

市
や
団
体
が
主
催
す
る
集
会
、会

議
等
の
回
数
の
見
直
し
、提
出
文

書
の
簡
略
化
や
類
似
交
付
金
の
統

合
な
ど
、自
治
会
活
動
の
負
担
軽

減
に
向
け
た
対
応
を
検
討
し
、改

善
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問
　
自
治
会
組
織
の
あ
り
方
、

役
員
の
高
齢
化
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
対
応
は
ど
う
か
。

答
　
多
く
の
学
校
や
公
民
館
で
、

あ
い
さ
つ
運
動
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
。
今
後
も
、学
校
教

育
の
中
で
あ
い
さ
つ
運
動
を
継
続

し
、「
心
ゆ
た
か
な
人
づ
く
り
」
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

問
　
家
庭
や
地
域
で
人
と
会
っ

た
ら
、あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
を

提
唱
し
て
は
ど
う
か
。

問
　
情
報
伝
達
が
困
難
な
地

域
へ
の
新
た
な
手
段
・
方
法
と

し
て
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
の
拡
大
を
図
る

考
え
は
。

　
自
治
会
要
望
制
度
の
改
良

答
　
文
書
で
の
回
答
は
、求
め
ら

れ
て
い
る
場
合
に
は
対
応
し
て
い

る
。
要
望
書
の
様
式
に
回
答
欄
が

無
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、追
加
記
載

を
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
自
治
会
か
ら
市
に
提
出
し

て
い
る
要
望
書
の
様
式
で
あ
る

が
、市
か
ら
の
回
答
は
「
口
頭
で

回
答
す
る
」
と
な
っ
て
お
り
、不

十
分
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

　
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
範
囲
拡
大
は

問
　
4
月
か
ら
始
ま
っ
た
ば
か

り
の
制
度
だ
が
、有
効
性
は
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の

展
開
は
。

　
将
来
に
向
け
た
行
政
経
営

へ
の
あ
り
方
と
は

答
　
市
民
全
体
が
、総
合
計
画
の

推
進
に
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
も
、市
民
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
大
事
で
あ
る
こ
と
か

ら
、市
と
し
て
も
、さ
ら
な
る
研
鑽
を

深
め
て
い
く
。

問
　
将
来
に
向
け
た
袋
井
市

の
行
政
経
営
の
あ
り
方
を
、ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
の
防
止
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
実
施
す
る
上
で
必
要

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、学
校
を

は
じ
め
、ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
や
指

導
者
を
対
象
と
し
た
講
習
会
を
通

じ
て
、そ
の
重
要
性
を
広
く
周
知

し
て
い
く
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
の
未
然

防
止
対
策
及
び
発
症
後
の
応

急
処
置
に
つ
い
て
周
知
を
図
っ

て
い
る
か
。

答
　
河
川
法
に
よ
り
、競
技
ス
ポ
ー

ツ
の
拠
点
と
し
て
の
整
備
に
つ
い

て
は
限
界
が
あ
る
。
引
き
続
き
、

市
民
が
気
楽
に
利
用
で
き
る
河
川

公
園
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

問
　
広
岡
河
川
公
園
を
少
年
・

壮
年
野
球
の
拠
点
と
し
て
、施

設
整
備
に
取
り
組
む
考
え
は

あ
る
か
。

大日砂層の化石の標本

介護支援ボランティアの活動風景

小学校で行なわれているあいさつ運動

広岡河川公園東側の野球場

寺
井 

紗
知
子 

議
員

大
場 

正
昭 

議
員

寺
田 

守 

議
員

　
木 

清
隆 

議
員

　
介
護
保
険
ケ
ア
プ
ラ
ン

自
己
作
成
へ
の
支
援
は

答
　
本
人
が
望
む
生
活
の
実
現
に
、

よ
り
近
く
な
る
こ
と
な
ど
が
意
義

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
課
題
も
あ

る
が
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
の
周

知
や
、希
望
さ
れ
る
方
へ
の
説
明
・

手
続
き
な
ど
支
援
し
て
い
く
。

問
　
「
自
己
作
成
」
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
が
、自
分
で
つ

く
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
と

思
う
が
ど
う
か
。

く ろ い ふ く ろ い ふ 
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て
い
き
た
い
。

問
　
家
庭
や
地
域
で
人
と
会
っ

た
ら
、あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
を

提
唱
し
て
は
ど
う
か
。

問
　
情
報
伝
達
が
困
難
な
地

域
へ
の
新
た
な
手
段
・
方
法
と

し
て
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
の
拡
大
を
図
る

考
え
は
。

　
自
治
会
要
望
制
度
の
改
良

答
　
文
書
で
の
回
答
は
、求
め
ら

れ
て
い
る
場
合
に
は
対
応
し
て
い

る
。
要
望
書
の
様
式
に
回
答
欄
が

無
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、追
加
記
載

を
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
自
治
会
か
ら
市
に
提
出
し

て
い
る
要
望
書
の
様
式
で
あ
る

が
、市
か
ら
の
回
答
は
「
口
頭
で

回
答
す
る
」
と
な
っ
て
お
り
、不

十
分
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

　
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
範
囲
拡
大
は

問
　
4
月
か
ら
始
ま
っ
た
ば
か

り
の
制
度
だ
が
、有
効
性
は
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の

展
開
は
。

　
将
来
に
向
け
た
行
政
経
営

へ
の
あ
り
方
と
は

答
　
市
民
全
体
が
、総
合
計
画
の

推
進
に
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
も
、市
民
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
大
事
で
あ
る
こ
と
か

ら
、市
と
し
て
も
、さ
ら
な
る
研
鑽
を

深
め
て
い
く
。

問
　
将
来
に
向
け
た
袋
井
市

の
行
政
経
営
の
あ
り
方
を
、ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
の
防
止
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
実
施
す
る
上
で
必
要

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、学
校
を

は
じ
め
、ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
や
指

導
者
を
対
象
と
し
た
講
習
会
を
通

じ
て
、そ
の
重
要
性
を
広
く
周
知

し
て
い
く
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
の
未
然

防
止
対
策
及
び
発
症
後
の
応

急
処
置
に
つ
い
て
周
知
を
図
っ

て
い
る
か
。

答
　
河
川
法
に
よ
り
、競
技
ス
ポ
ー

ツ
の
拠
点
と
し
て
の
整
備
に
つ
い

て
は
限
界
が
あ
る
。
引
き
続
き
、

市
民
が
気
楽
に
利
用
で
き
る
河
川

公
園
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

問
　
広
岡
河
川
公
園
を
少
年
・

壮
年
野
球
の
拠
点
と
し
て
、施

設
整
備
に
取
り
組
む
考
え
は

あ
る
か
。

大日砂層の化石の標本

介護支援ボランティアの活動風景

小学校で行なわれているあいさつ運動

広岡河川公園東側の野球場

寺
井 

紗
知
子 

議
員

大
場 

正
昭 

議
員

寺
田 

守 

議
員

　
木 

清
隆 

議
員

　
介
護
保
険
ケ
ア
プ
ラ
ン

自
己
作
成
へ
の
支
援
は

答
　
本
人
が
望
む
生
活
の
実
現
に
、

よ
り
近
く
な
る
こ
と
な
ど
が
意
義

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
課
題
も
あ

る
が
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
の
周

知
や
、希
望
さ
れ
る
方
へ
の
説
明
・

手
続
き
な
ど
支
援
し
て
い
く
。

問
　
「
自
己
作
成
」
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
が
、自
分
で
つ

く
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
と

思
う
が
ど
う
か
。
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常 任 委 員 会 レ ポ ート

　中央子育て支援センターの利用者の

3年間の推移はどうなっているか。

　また、課題は何か。

　平成19年度は55,668人、平成20年
度は56,665人、平成21年度は47,289人
となっている。
　21年度の利用者が少ないのは新型イン
フルエンザの影響である。
　駐車場が少ないことが課題であったが、
地権者の協力が得られたため、確保できる
見込みがついた。

総務文教委員会総務文教委員会

平成21年度一般会計・特別会計・企業会計の各決算をはじめ、平成22年度一般会計・
特別会計補正予算や条例の一部改正などの議案を各常任委員会で審査しました。

　来年7月にテレビのアナログ放送が

終了する。山かげなど電波の受信状況が

悪い地域6地区へ補助金を交付してい

るが、それで対策は全て終了したのか。

　市で把握している共同アンテナの施設は、
6施設ですべてであるが、アパートや建物の
影響による電波障害など個別の案件までは
把握していない。
　しかし、市内で地上デジタル放送が見られ
ない地域があるかどうかは、東海総合通信局
や地デジサポートセンターで把握に努めて
おり、共同アンテナを立てるなどの対策も
講じている。

　公共下水道の接続率の低い地区が

見られるが原因は何か。

　また、接続率向上に向けての取り組み

はどうか。

　市内全体の接続率は、袋井処理区と
浅羽処理区合わせて、80.8％である。
　一部接続率の低い地区は、新しく下水道を
整備した地区であり、今後は、接続率の向
上が見込まれる。
　下水道接続率を向上させるために、今年
度から推進員1名を雇用し、市内の全未接続
世帯を対象に、戸別訪問とアンケート調査を
実施している。

　100歳以上の方の戸籍管理について、

袋井市では、どう処理したのか。

　マスコミで報道される前から、該当者の
確認作業を行っていた。その結果、100歳
以上で住所登録がない方が68件、うち
110歳以上の50件は、報道当日に法務局
へ戸籍消除の申請を行い、現在、審査を待っ
ているところである。 
　100歳から109歳までの残り18件は
関係者へ聞き取り調査を行い、10月までを
目途に法務局への申請準備を進めている。

民生福祉委員会民生福祉委員会

　緊急通報システムのうち、コール

センター方式の機器を貸与しているが、

利用状況はどうであったか。

　年間を通じて、相談等で1,222件、また、
毎月1回の定期連絡が2,213件あった。
その中で、緊急性のあるものは12件あり、
うち10件が救急車により救急搬送された
ものである。
　特に、静脈瘤破裂や、ぜんそく発作、狭心
症など、命に関わるものもあった。

　国本にぎわいまちづくり事業について、

今後のスケジュールはどうか。

　平成22年5月31日に、地権者組織の
設立総会が開かれた。 
　今後は、地権者組織と協議し、平成25年
度予定のプロポーザルコンペの実施に向
けて、27号計画（※）を踏まえての農業振興
施策を中心とした方向を決定していきたい。
　なお、プロポーザルコンペを実施する際の
要件については、地元住民と協議する中で
土地利用として取り組む事業内容をはじめ、
周辺の道路整備、治水対策、土地の借地・
売却などの方向性を定め、実施要綱を
固めていきたい。

※27号計画：農振法施行規則第4条の4第1項

　第27号による「地域の農業の振興に関する地方

　公共団体の計画」

　新規就農者育成支援事業は、全額県の
補助を受け、株式会社ホロネットが所有する
浅羽湊地区の市民農園25区画において、
就農を目的とした人たちに農業技術を指導
する事業である。
　様々な農作物を栽培することにより、新規
就農者の育成と農業知識の向上に繋げて
いきたい。

　新規就農者育成支援事業費補助金に

ついては、どのような事業を推進するのか。

建設経済委員会建設経済委員会

中央子育て支援センター

袋井Ｂ＆Ｇ海洋センター

浅羽湊地区の市民農園

　給食費滞納者から、現状どのような形

で徴収しているのか。

　また、滞納の理由は何か。

　こども手当の払い込み口座と給食費引き
落とし口座を同じにしていただけるよう
通知を出している。また、催促通知、電話
での催促、自宅訪問による納付のお願いを
各学校で取り組んでいる。
　滞納の理由としては、払う意思はあるが
諸事情で払えない状況にある人がほとん
どである。

　利用・開放時間を増やすなど、多様な
市民ニーズに対応したことで、利用者数が
増えている。またコストも削減されている。
　今後もコストを下げるだけでなく、市民
サービスの向上につながる管理・運営を
行うよう指導していく。

　平成21年度から、Ｂ＆Ｇ海洋センター

などの施設を指定管理に移行している。

運営・管理面で改善された点はあるか。
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水面に青空が映る千鳥ヶ谷池 水面に青空が映る千鳥ヶ谷池 
　県水辺百選にも選ばれた千鳥ヶ谷池（村松）の澄んだ水面に、青空が鮮やかに映しだされていました。 

池の周囲は遊歩道が整備され、小鳥のさえずりなどを楽しみながら散策ができ、ウオーキング客にも人気のスポットです。 

　県水辺百選にも選ばれた千鳥ヶ谷池（村松）の澄んだ水面に、青空が鮮やかに映しだされていました。 

池の周囲は遊歩道が整備され、小鳥のさえずりなどを楽しみながら散策ができ、ウオーキング客にも人気のスポットです。 

〒437-8666 袋井市新屋1丁目1番地の1
TEL.（0538）44-3143（直通）　FAX.（0538）44-3148
ホームページ http://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/
メールアドレス gikai@city.fukuroi.shizuoka.jp

ソイインキ（大豆油インキ）を
使用しています。
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議
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だ
よ
り
も
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を
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せ
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み
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す
く
親
し

ま
れ
る
紙
面
作
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

編
集
後
記

　市政についての様々な要望や意見は、「請願」「陳情」として、文書で市議会に提出することができます。

請願には、1人以上の議員の紹介が必要です。

　定例会開会日の8日前までに提出していただければ、請願は、定例会で議題とし、陳情は、議会運営委

員会でその取り扱いを協議します。なお、軽易な案件（郵送による陳情など）については議長判断で処

理することとなっております。

　請願（陳情）書には、請願（陳情）者の住所、氏名（法人及び団体は、その事業所の所在地、名称及び代

表者の氏名）を記載し、押印してください。

※詳細については、袋井市議会事務局にお問い合わせください。

　政府は、来年度以降の戸別所得補償政策に先立つ「米戸別所得補償モデル事業」「水田利活用自給力

向上事業」を4月からスタートさせたところである。所得補償が実施されることにより、「価格破壊」や「買い

たたき」が行われるとの懸念が広がっており、価格を守る政策が基本に据えられることが求められている。

　2009年度産米を中心とした米流通は深刻な停滞を来しており、このまま新米の収穫期に入ると大変な

事態となることが予想される。

　よって、政府は、米価の下落に歯止めをかけ、価格と需給を安定させるため、米の価格保証と所得補償を、

再生産を保障する水準に充実させ、政府が米の需給と価格に責任を持つなどの対策を、緊急にとられる

よう強く要望する。

12月市 議 会 定 例 会 のお知らせ

市議会 へ の 請願、陳情につ い て

段差解消機 赤外線補聴器

12月定例会の予定は次のとおりです。

意 見 書（要 旨）

米価の下落に歯止めをかけ、農家の経営安定を求める意見書

あなたも議会を傍聴してみませんか。

【場　所】市役所5階議場または各委員会室
【時　間】午前9時から
【日　程】＜12月定例会＞

 12月  1日（水）開会、議案の説明
     　  8日（水）市政に対する一般質問

     　  9日（木）市政に対する一般質問 

 

10日（金）市政に対する一般質問
14日（火）議案の審査（常任委員会）
24日（金）委員長報告～採決、閉会

当日、市役所5階の議会事務局で受付をします。

※足の不自由な方、妊婦の方なども段差解消機を
利用し傍聴席へ入れます。

※赤外線補聴システム、段差解消機をご利用の際には、
議会事務局へ声をおかけください。

以上、内閣総理大臣、各担当大臣あてに提出しました。


